
下水道広報啓発活動について 

 

建設環境課 

上下水道室 

 

１ 目的 

町民の下水道への関心を高め、下水道をより身近に感じてもらうことを目的

とし、関係機関との連携・協働によりイメージアップを図る。 

広報啓発活動による下水道普及率の向上や接続促進が直接的な目的ではなく、

あくまで「下水道」の認知度を向上させることが現段階での目標である。 

 

２ 経過 

令和２年度に全体計画の完了を迎える下水道事業であるが、令和４年度に向

けて、企業会計移行の準備を進めている。特別会計から公営企業会計に移行する

ことで、より自発的な企業のイメージアップやプロモーションが今後に求めら

れている。 

 

３ 概要 

下記(１)～(３)のマンホールグッズの活用や様々なイベントへ参画し、広報啓

発活動を行った。 

(１) マンホールカード 

平成30年４月から道の駅琴の浦で配布を開始したカードは、１年間で3,500

枚以上配布された。今後も継続配布を行う。 

※参考 10 連休(４/27～５/６)配布枚数 205 枚 

(２) マンホールバッジ 

ア 500 個作成 

  イ 上下水道室の職員全員が着用し、広報啓発に努めている。 

  ウ 船上山さくら祭りにて 100 個限定配布。 

エ 琴の浦 IC 開通記念セールにて 200 個限定配布。２日間で配布終了。 

(３) マンホールぬりえ 

   ア 地域おこし協力隊との協働で制作。 

  イ 船上山さくら祭りにてぬりえブース開設。体験数 50 件。 

 

４ 今後の展開(案) 

(１) マンホールカード 小学校での出前授業の際に特別配布 

(２) マンホールバッジ ウォーキングなどのイベントにてブース開設・配布 

(３) マンホールぬりえ こども園との連携にてぬりえコンクールを計画 
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H31.4.27
琴の浦ＩＣ開通記念の様子

H31.4.21
船上山さくら祭りでの様子


